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　 　 　 　 　 　Introduction

一 熱 力 学 的 双 安 定 系 の 物 理 学 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 物性研 　山　田 　安　定

　 Interdiciplinaryな性格を もっ 本研究会の 主題を ，
「熱力学 的に 双安定 （又はそれ に非 常 に 近 い ）

系の 物理 学」 の 問題 とと らえて ，この観点か ら overview を行 っ た 。

　 1次元モ デルで 双安定な 自由エ ネル ギー密度汎関数を設定 し， 有限温度で秩序変数の ゆ らぎを考

慮 した時， どの よ うな状態が実現するかを考察 した 。 1 次元系に 特徴的な transfer積分 の 方法で，

系の熱力学的性質はあるシ ュ レーデ ィ ンガー型の 固有値方程式をとく問題に還元 されるこ と，特に

双安定系で は系の 特序変数空間で の 振舞い は ， 量子力学 的 トン ネ リング状態との 類推 が有 効に 使え

るこ とを指摘 した 。

　 1次元系で は秩序変数の ゆ らぎは安定なふ た っ の 値の 問を往復 し，従 っ て 空間的な ドメ イン構造

で特徴づけ られる 。 ドメ イ ン境界位置は本質的に ラン ダムで はあ るが，平均緩和距 離は温度 の 関数

と して きまり，一
般に メゾス コ ピ ッ クなサイズに達す ると思われ る。 これ らゐこ とか ら，擬 1次元

双安定系で はメ ゾ ス コ ピ ッ クな レベ ル で の 新 しい 物理学が構築され，こ れを用 い て興 味ある物性を

論ず るこ とがで きる 。 その 例と して形状記 憶合金 の擬弾性，一
次元強誘電体の 異常な誘電緩和特性，

ANNNI系反強磁性体の 磁化過程へ の適用の 可能性を述べ た 。

　又 　こ の 研究会で 個 々 に論 じられ る筈の 種々 の ミク ロ な描像と，現象論的な 自由エ ネル ギー汎関

数 との 関係づ けを行 っ た 。

磁 性 体 と ソ リ ト ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福井大 ・工 目 片 　 守

　
一
次元格子磁性体は 有限温度に 磁気転移点をもたず ， 短距離秩序が 発達 した二 次転移点直上の 領

域 がかなり高温か ら広 が っ て い る 。 こ の 領域で は非線形相互 作用 の ため に ソ リ トン が 励起され ，メ

ゾス コ ピッ クな構造となる。
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　容易面型
一

次元強磁性体に 強 い磁場を加えた とき励起 され るの は線形相互作用 か ら生 じるス ピ ン

波で あるが ，磁場 がそれ程強 くな い とス ピ ンが狭 い 範囲で 2 π 回転す るソ リ トンが生 じる。 反強磁

性体の 場合 は外場に対 して 垂直な二 種類の 磁 区を分ける磁壁が生 じる。 sine −GordQn方 程式の 特解

と して 得 られ るこ の 磁壁 は π ソ リ トン と して 格子を伝播す る。 イ ジ ン グス ピ ン反強磁性体 に も磁壁

ソ リ トンが伝播す るが， この 場合磁壁の 厚 さは一原子間距離 となる 。

　磁気ソ リ トンは中性子散乱で動的磁化率を測定する こ とに よ り直接観測で きる。 この ほか温度，

角度，周波数 に特有の 依存性を もっ ESR や内部磁場の 揺 らぎに よ っ て核磁気緩和で も観測で きる。

　容易面型 一
次元強磁性体で ある CsNiFs，容易面型

一
次元反強性体で ある TMMC，　 イ ジ ン グス ピ

ン
ー

次元反 強磁性体 CsCoCls　 CsC。Cla な ど で 磁気ソ リ トン が 観測 され て い る 。 さ ら に CsCoCl，で

は三角格子 を組む ス ピン鎖間の フ ラ ス トレーシ ョ ン に よ り，長距離秩序相で も 1／3の ス ピン鎖上 を

磁壁 ソ リ トンが伝播 して い る。 TMMC や CsCoC1　，，で 不 純物に よ り ソ リ トン の 運動が バ リス テ ィ ッ ク

型か ら拡散型に 変わ る こ とが知 られて い る 。

一次 元 反 強 磁性体 CsCoCl3 の ソ リ トン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京大 ・理 　網　代　芳　民

　磁気相転移現 象との 関連に お いて，磁気ソ リ トン の 概念が どの よ うに 生か されて い るの か に つ い

て 以下の 二 っ の 話題 を述べ た 。

　 1，　 部分無秩序相 とソ リ トン

　Isingス ピ ン三 角格子反 強磁性 体 CsCoC13に お い て は磁気鎖間の フ ラス トレ ーシ ョ ン に よ っ て ，

特異な部分無秩序相が申問温度域 に 出現する。 この 部分無秩序相を特徴づ ける磁壁 ソ リ トン に 関 し

て ESR，
　NMR の 実験結果の 概要を述 べ

， 特に磁気鎖の ス ピ ン反転機構との 関連を論 じた 。

　2．　 磁場中相転移 とソ リ トン

　磁場中一次相転移点近傍 で観測 される臨界磁場 の 上下相の 共存は既知の 事実て あるが ， ス ピン フ

ロ ッ プ転移および メタ磁性転移境界磁場領域 を ソ リ トン概念を用 い て 記述す る試み に つ い て述べ た 。

典型的な低次元磁性体で観測 される磁化，中性子回折，M6ssbauer 効果の 実験結果を説明する こ と

が出来る 。

希 工 類 金 属 の 1 次 磁 気 相 転 移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶大 ・理工 　田　島　圭　介

　希土類金属 は種 々 の ス パ イラ ル磁気構造を示すが 、 温度あるい は磁場に よ っ て 工次磁気相転移を

お こ し，フ ェ ロ とな る 。 本研究は Dy−4％Y合金の プ ロ パ ース パ イ ラ ル か らフ ェ ロ へ の 転移過程 を低
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